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 九州農政局は、令和６年 10 月 31 日から 2 日間の日程で、⿅児島県曽於地域において、耳納山麓地
区、宇城地区、⼤野川上流地区、尾鈴地区、都城盆地地区、⻄諸地区、肝属中部地区、徳之島用水地区、
福岡県、熊本県、⼤分県、宮崎県、⿅児島県の営農推進担当者延べ 47 名が 
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第６３号 
編集発行 

国 営 土 地 改 良 事 業 地 区 
営 農 推 進 対 策 連 絡 委 員 会 
（編集事務局：九州農政局農村振興部農地整備課） 

〒860-8527 熊本市西区春日 2 丁目 10 番 1 号 
０９６－２１１－９１１１（内線 4773） 

■４〜８面／畑地かんがいによる園芸作物（高収益作物）の導入を目指した営農推進の取組について 

■１〜３面／畑かんマイスターによる営農推進の取組等について 

■９〜10 面／国営かんがい排水事業地区営農の優良経営事例の紹介 〜 一ツ瀬川地区 〜 

畑かんマイスターによる営農推進の取組等について  
国営土地改良事業地区営農推進担当者研修会（第１回） 

講演   曽於地域における畑かん営農推進の取組 
曽於地域畑地かんがい営農推進本部 元営農推進員 東 三郎氏 

曽於地域は、曽於東部・南部・北部の約 9,000ha の国営事業受益地があります。 
曽於畑地かんがい農業推進センターは、平成 19 年に耕地事務所と農業改良普

及センターを統合して発足しています。各市町の営農推進本部と連携し、「水を利
用した営農で日本一の産地を作ろう」というスローガンで畑かん営農推進活動に
取り組んできました。 

■11〜12 面／施策の情報 

参加する研修会を開催しました。１日目は、畑かんマイスター等の営農推進
の取組事例を基に情報交換及び現地調査、2 日目は、新規就農者の栽培研修
を⾏う農業公社の取組について現地研修を実施しました。 

東氏 

年によって水利用に差があります。農家は、畑かんだよりなど
を通じて、水をかければいいことは解っていますが、機材の設置
が⼤変で畑にもっていかない。このため、軽トラに畑かん機材を
積んで、農家を回り、実演をして、野菜の植付後にかん水したと
ころでは新根が出ているが、かん水していないところでは植付か
ら変化がないこと等実際に⾒せて説明しました。 

平成 21 年から、農家の⾝近な相談者として畑かんマイスター
の取組を始めました。当初の 10 名から令和 6 年度は 32 名にな
りました。畑かんマイスターは、実証展示ほの設置や実演会・研
修会の実施にほ場を貸していただくなどの協⼒や、畑かんを実際
に使っている状況を、周辺農家が実際に⾒たり、触れたりする機
会になるなど、畑かんを推進する上で重要です。 

近年では、キャベツ、はくさいの定植時期は忙しくてかん水作
業はできないので、基礎水（畝⽴て前に 10a 当たり 30 トン程度
かん水）が⾏われています。噴射ホースを使うと２時間半でかん
水できることから、これを作業工程に組み込んでいる⼤規模法人
もあるなど、利用が進んできています。 

これからも、畑かんマイスターの取組や実証、他地域の情報な
ど常に取り入れて畑かん営農推進に役⽴ていくことが必要です。 

曽於地域畑かん営農推進本部
【事務局：曽於畑地かんがい農業推進センター】

各市町畑かん営農推進本部
【事務局：各市町】

みのり 21 令和６年３月

畑地かんがいと高収益作物の取組
国営土地改良事業地区営農推進担当者研修会（第１回）

九州農政局は、令和４年 12月１日、鹿児島県徳之島用水地区において、喜界島用水地区、沖縄管内か
ら多良間地区、沖縄総合事務局の営農推進担当者など約 40 名が参加して、「畑地かんがいと高収益作物
の取組」をテーマに研修会を開催しました。
午前中は現地研修として、ばれいしょ有機栽培ほ場、トランスバーラ（飼料作物）栽培ほ場、トルコギ

キョウ栽培ほ場で、営農の取組や栽培状況について意見交換を行いました。
また、午後は室内研修として、参加地区から営農推進活動についての発表及び徳之島地域畑かんマイ

スターから畑かんを活用した高収益作物の取組についての発表、意見交換を行いました。
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第６１号

編集発行
国 営 土 地 改 良 事 業 地 区
営 農 推 進 対 策 連 絡 委 員 会
（編集事務局：九州農政局農村振興部農地整備課）

〒 熊本市西区春日 丁目 番 号

０９６－２１１－９１１１（内線 ）

■４～５面／「畑地かんがい推進に係る担い手確保の取組について」を中心とした営農取組の紹介
■１～３面／「畑地かんがいと高収益作物の取組」を中心とした営農取組の紹介

■５～７面／畑地かんがい営農の優良経営事例の紹介

講演１ 徳之島用水地区の農業及び畑地かんがい営農の推進について

鹿児島県大島支庁徳之島事務所農業普及課

技術主幹 白石 靖裕氏

徳之島用水地区の畑地かんがい営農の推進は、関係機関で構成さ
れた徳之島地域総合営農推進本部を中心に行っています。
畑地かんがい営農ビジョンを策定し、推進本部内のプロジェクト

チームで、畑かんマイスター連携会議や各種研修会の企画、パンフ
レットやチラシ、防災無線を活用した広報活動も行っています。
また、畑かんマイスターの展示ほを設置し、周辺住民へ畑かん営

農の効果を実感してもらう場として提供しています。

■ ８ 面／施策情報「みどりの食料システム戦略」

畑かん営農の推進体制について

【地域段階】

幹事会

ワーキンググループ

畑地かんがい事業受益地区

畑かん営農の推進体制の充実・強化

各種連携会議
地域リーダーの育成

省力化・ブランド化の検討

受益農家への理解促進啓発活動
水利用展示によるＰＲ活動

プロジェクト実証
　（多目的水利用技術）

畑かん営農を活用した経営体育成・
地域づくり

畑かん営農への理解促進・水利用推進

畑かんを活用した多様な産地育成

曽於地域畑かん営農推進本部の重点活動項目

企画調整部会

畑かん営農推進員

企画調整部会

【市町段階】

連携委嘱

曽於地域畑かん営農ビジョンに
基づく活動 各市町畑かん営農ビジョンに

基づく活動
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ここは台地上の畑作地域です。50 年ほど前から区画整理を⾏い、経営規模拡⼤が徐々に進んできま
した。 

当社の経営は、冬作の白菜、人参の契約生産がメインです。また、さつまいもを栽培し、年間販売で
きる作付体系にしています。収穫後貯蔵を⾏い、焼き芋業者向け販売と、⾃社で冷凍焼き芋や⼲し芋へ
加工し、ネットや地元物産館で販売もしています。ネット販売等の情報発信はフィードバックして栽培
に活かしています。 

私は県営畑地かんがい事業地区（約 200ha の受益面積）の⼟地改良区理事をしています。当⼟地改
良区の水利用の中心は、白菜部会員とキャベツ部会員の 20 人ほどです。⼟地改良区では、畑かんの使
用に関係なく、部会員の畑は開栓していただくよう了解してもらいました。誰が作付けしているか毎年
全部の畑をチェックしています。 

白菜部会とキャベツ部会はどこで開栓してもいいということにしていますので、トラクターの効率や
タイヤの摩耗なども考えると目に⾒えないところも良くなり、畑かんの効果だと考えます。 

白菜は乾燥し生育が⽌まっているときに、⾬が急に降るとはくさい芯腐れによる被害がでるデリケー
トな作物ですので、畑かんがあると予防が可能です。地区の若い経営者にも天候のリスクや畑かんの効
果を伝え、今後の規模拡⼤に期待しているところです。 

畑かんを利用している畑は、⿅児島県曽於畑地かんがい営農推進センターに協⼒して、⾒せるほ場と
して展示にも取り組んでいます。のぼり旗などにより、畑かんは知られるようになりました。現在は、
散水チューブとロールカーを利用しています。 

当地域では高齢化などの理由から作れなくなった農家もおられ相談を受けることもありますが、当社
の経営⽅針として、効率の悪い農地であっても荒らさないため、お引き受けして地域の農地を守ってい
く⽅針です。 

⿅児島県⼤隅加工技術研究センターは、⿅児島県産農産物の付加価値向上に向けた栽培・加工・流通
技術の研究・開発に取り組んでいるほか、施設の開放などにより⾷品事業者等が⾃ら⾏う加工品開発の
⽀援、加工技術や品質評価等の相談、⾷品加工に取り組む⽅を対象に技術指導を⾏っています。 

また、令和６年３月に農業開発総合センター⼤隅⽀場が、農業開発総合センター本所（⿅児島県日置
市）に統合されたことに伴い、当センターでは、加工・業務用野菜の栽培、病害虫に関する研究機能が
追加されました。このため、農産物の生産から加工・流通・貯蔵までの研究開発に取り組むことになり、
笠之原畑かんの水を活用した研究にも取り組んでいます。 

説明の後、加工開発実験施設、加工ライン実験施設、流通技術実証施設を⾒学しました。 

加工ライン実験施設 加工開発実験施設 流通技術実証施設 

現地研修   優良経営体の取組事例 

株式会社吉川農園 代表取締役社長 吉川 和敏 氏 

現地研修  鹿児島県大隅加工技術研究センターについて  

鹿児島県大隅加工技術研究センター 研究参事 長友 誠 氏 

吉川氏 畑かん推進ののぼり 防除用の機械 
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 優良経営体の取組事例  

(有)大崎農園 代表取締役社長 山下義仁 氏 専務取締役 中山清隆 氏 
       取締役農場長  佐藤和彦 氏 

有限会社⼤崎農園は、⿅児島県⼤隅半島の広⼤な農地に施設園芸と露地野菜を組み合わせた農業生
産法人で、脱サラした同級生３人が集結し、平成 10 年４月に設⽴しています。「情熱・努⼒・感謝」
で築いた会社で、創業以来絶えず新しいことに挑戦し、野菜の本来持っている美味しさにこだわり、感
動するような美味しさを提供しています。 

だいこん、キャベツ、さつまいもの露地野菜及び葉ねぎの施設野菜を約 150ha で生産・販売を⾏っ
ています。また、⼤崎町内に加工センターを建設し、だいこんの洗浄から梱包、衛生管理設備が完備さ
れた別室では、切⼲⼤根の加工作業が可能となっています。 

ＧＬＯＢＡＬＧ.Ａ.Ｐ認証農場で、安全・安心な野菜の提供をモットーに、⾷べる人、働く人、環境
の観点から農産物の生産を実践することにより持続可能な農業の確⽴に努めています。 

また、⼤崎農園では「ヒトづくり」の一環として、夏期休暇制度や社員旅⾏、県外・海外研修などの
制度を積極的に導入や農作業マニュアルも作成し、紙ベースでは⾒ないため IT 化やアグリノートを活
用しマップベースの管理で営農活動を可視化するなど、DX による生産管理を実践しています。 

葉ねぎへのかんがい用水を中心として利用しつつ、⼲ばつの際に水が使える強み（リスクヘッジ）と
して、消費者のニーズに⾒合うマーケットインの視点から契約栽培を事業の柱と考え生産工程管理・
作業時間管理を徹底し、品質が高い商品の提案を目指しています。 

地域農業の現状を踏まえ活⼒ある地域農業に寄与し得る機関として「農業公社」を各町で設⽴して
います。平成 18 年 1 月に合併し志布志市となり、統合する形で「財団法人志布志市農業公社」を平
成 19 年に発足しています。その後、平成 24 年に公益法人としての認定を受け「公益財団法人志布
志農業公社」と名称変更しています。 

本公社は、①新たな担い手を確保・育成するための研修等に関する事業、②農地の賃借斡旋に関す
る事業、③農作業受委託に関する事業等を⾏っています。 

研修生は、志布志市をはじめ⿅児島県内、九州、関⻄及び関東から受入れており、２年間の実践研
修を⾏い、志布志市で就農することになります。平成８年度から令和３年度までに 136 人の研修生を
受入れ、現在、94 人の就農（就農後、高齢や病気などによる離農者が 26 人）がなされており、優秀
な農家を輩出しています。 

このことから、市のピーマンの栽培面積や部会員数は伸びており、活⼒ある地域農業に寄与してい
るとともに、市での就農が集落の生活環境を維持することにも繋がり、地域が活性化しています。 

現地研修  志布志市農業公社のピーマン研修施設 
公益財団法人 志布志市農業公社 事務局長 猜野（あべの）宏樹 氏 

現地研修   

だいこんの栽培 葉ねぎの栽培 だいこんの洗浄から梱包までの機器 

研修内容・受入条件 
研　修
説明会

農業体験

技術指導

農業公社 ＪＡ 市鹿児島県
畑かんセンター

ピーマン
専門部会

技 術 ・ 経 営 指 導

農
業
基
礎
講
座
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式
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記
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座
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等

研 修 生 予 備 審 査 ・ 決 定 審 査

地 域 住 民 と の 交 流 促 進
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畑地かんがいによる園芸作物（高収益作物）の 
導入を目指した営農推進の取組について 

国営土地改良事業地区営農推進担当者研修会（第２回） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

農産物加工商品 

 九州農政局は、令和６年 11 月 28 日、喜界島地区において徳之島地区、喜界島地区、沖永良部地区、
沖縄管内から多良間地区、⼟地改良総合事務所、沖縄総合事務局の営農推進担当者など約 40 名が参加し
て、「畑地かんがいによる園芸作物（高収益作物）の導入を目指した営農推進 
の取組」をテーマに研修会を開催しました。また、「喜界町営農⽀援センター」 
と「喜界⼟地改良区（地下ダム）」、「トウガラシ(株)全笑の加工施設」、「かぼ 
ちゃ栽培（露地）」、「マンゴー・パッションフルーツ（施設）」に取り組む農家 
ほ場・施設等において、現地研修を⾏いました。 

喜界島地区では、県・町・JA 等が連携して栽培指導の徹底や栽培講習会・ 
研修会の開催、新規就農者の研修生としての受入れや育苗事業、新技術実証 
事業、栽培指導などを⾏うための拠点施設として、喜界町営農⽀援センター 
を整備し（平成 6 年〜）、営農推進・⽀援に取り組んでいます。 

全体の作付け面積は、目標に及ばなかったものの、営農転換は着実に進 
んでいます。中でも、かぼちゃにおいては、新規栽培者並びに規模拡⼤によ 
り、約 2.7 倍（R5/H26）増加しています。 

一⽅で、ブロッコリー等の一部の作物においては、価格低迷やヒヨドリ被害等の影響により、作物
面積の低迷が⾒られるため、今後は植付時期の検討や新たな作物の導入などを⾏い、更なる面積拡⼤
への推進を図ることとしています。 

また、６次産業化の取り組みを進めるため、喜界町農作物加工センターを整備し（平成 18 年〜）、
喜界島在来種のそらまめや柑橘類、また、日本一の生産量を誇る白胡麻などを利用した加工品群を開
発、販売しています。当センターの利用者は年々増加する傾向にある状況で、加工室の予約を取るの
が難しくなっている状況です（令和５年の年間開館日数は、245 日（利用件数約 530 件））。このよう
な状況から、加工業者の加工センターからの⾃⽴が今後の課題となっています。 

今後も、園芸作物の新規栽培農家や面積の拡⼤を図るとともに、加工で使用される原料の白胡麻、
柑橘やそら豆の在来種、パッションフルーツ、トマトやマンゴーの果実類の生産を進めていくことが
必要と考えています。 

講演１  喜界島地区の畑地かんがい営農の取組状況について 
喜界町農業振興課営農支援センター 主査 惠 翔太氏 

 

かぼちゃの収穫・運搬 

農産物加工販売施設 トマト栽培講習会 

営農⽀援センター（事務所、露地ほ場︓100a、ハウス施設ほ場︓67.5a） 
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現地研修 喜界町営農支援センター  所長 富田 道夫氏 

喜界町営農⽀援センターは、国庫事業を活用し平成６年度に完成しており、
畑地かんがい営農推進のための調査活動や園芸振興、さらには新技術、実証事
業、育苗事業などに取り組んでいます。また、農業研修生の受け入れにも⼒を
入れており、就農前の栽培技術（農家研修を含む）や農業簿記での経営指導を
⾏っています。 
（取組事業及び実績） 

① 育苗販売事業 ＝ さとうきび一芽苗、パッションフルーツ  
② 育苗⽀援事業（施設の開放、育苗資材貸与等）  
          ＝ かぼちゃ、トマト、とうがらし、ブロッコリー  
③ 栽培実証  かぼちゃ、島にんにく、エダマメ、グラジオラス、メロン  
④ 各種検討会  花き部会、果樹部会、野菜部会、園芸部会  
⑤ 農業研修  露地かぼちゃ、施設パッションフルーツ・トマト等  
           ※ 研修期間は１年間（9 月〜８月） 
⑥ 就農⽀援  研修生、新規就農者等の⽀援  
⑦ 特殊病害虫対策  アリモドキゾウムシ、カンキツグリーニング病、ミカン 

コミバエ等防除対策  
⑧ 園芸農家⽀援  営農指導、ハウス建設等の補助⾦申請事務、園芸活性化事 

業（園芸資材 1/2 の補助）など  
⑨ ⾷育活動⽀援  小学校の⾷育授業での営農指導 

講演２  多良間地区の営農推進の取組について 
多良間村農業技術員連絡協議会（多良間村役場 奥原 勇樹氏） 

 

多良間村営農ビジョン 営農ビジョンの実現のための対応策   

多良間村では、「水あり農業」の実現による新たな営農展開を図るため、将来的な営農展開の⽅向な
どを以下のとおり取りまとめた「多良間村営農ビジョン」を策定しています。 

①畑かん営農の定着のため、営農⽀援センター設置前より、多良間村農業技術員連絡協議会や先進 
農家による営農指導や国営完了地区との連携した取組等を実施。 

②販売戦略として、生産した農作物に付加価値を付けて販売するため、端境期の出荷、たらまブラ 
ンドの構築、加工販売の取組等を実施。 

③担い手確保のため、１ａクラブの会員拡⼤、新規就農者の確保に向けた取組等を実施。 
この営農ビジョンの実現に向けて、国営かんがい排水事業の実施と足並みを揃え、多良間村、県普及

指導員、ＪＡ等で構成される「多良間村農業技術員連絡協議会（農技連）」において、各種取り組みの
状況や営農推進上の課題について、情報共有を⾏っているところです。 

今後も農技連を中心とした営農推進に取り組み、令和 12 年度に「多良間村営農⽀援センター」を設
置して継続的な営農推進を⾏う予定です。 

パッションフルーツの苗の栽培

栽培実証中のメロン   

飼料作物と間作のかぼちゃ

〇Ｕ・Ｉターン、１aクラブの活動に
　よる新規就農者・後継者を確保
〇新規就農者研修、栽培講習会の実施
〇研修施設の整備

〇市場動向の把握分析
〇出荷調整の検討・実証（商品売り込み）
〇食品会社等と連携した商品開発

〇新規作物の実証栽培
〇苗、種球などの確保、配布
〇栽培マニュアルの作成
〇雇用調整・機械貸出

〇�補助事業や村単独事業等を活用し、
ハウス、品質保持施設（乾燥・保

　‌�冷機）、農産物集出荷施設、加工施
設を整備

※1aクラブとは、少面積の野菜作りを通じて農
業の喜びを感じてもらい、新規就農につなげる
活動

※補助事業は、産地生産基盤パワーアップ事業、
特定地域支援対策事業等を活用予定

農産物集出荷施設、加工施設の整備

品質保持施設の整備
（乾燥・保冷機）

ハウスの整備
（平張・パイプ）

Ｉターンによる新規就農者 Ｉaクラブの活動

※�営農ビジョンに位置付けられ
ている振興作物

【数値目標】

目標達成年度
・令和22年度

高収益作物面積
・現状44ha　→　目標309ha

研修施設の整備 栽培講習会の実施

新規作物の実証栽培 苗、種球の確保、配布 市場、食品会社等との意見交換 商品開発（多良間産ジェラート）

かんしょペースト加工（製菓へ出荷）
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現地研修 喜界土地改良区  事務局長 吉行 昭仁 氏 

喜界島では、河川の発達がなく、人々は湧き水を利用して生活を⽀えてきま
した。しかし、島は概して平坦で、年間 2,000mm 近くの⾬が降るにもかか
わらず、その半分が台風と梅⾬時期に集中し、せっかく降った⾬の⼤半は琉球
⽯灰岩層を通って海へ流出していました。 

そこで、このような恒常的な水不足を解決するために、国営喜界農業水利事
業（平成４〜平成 15 年度）等により、地下ダムの水が配水されました。 

事業により、農業用水の安定供給を⾏うため、地下ダムからの取水する施設
をはじめ、揚水機場、送水路・幹線水路、ファームポンドの維持管理を実施し
ています。また、受益地の皆様が畑かんを利用できるように、ローテーション
ブロックの徹底などの呼びかけを⾏うとともに、パトロール等も⾏っていま
す。 

改良区より事業等の説明  

地下ダムのトンネル内の様子 

喜界地区の地下ダムの構造 喜界地区の地下ダムからかんがいの仕組み 

現地研修 喜界町農産物加工センター 所長 沖 康仁 氏 

喜界町農産物加工センターは、喜界島の農産物の付加価値を高め、特産品開発・人材育成するこ
とにより、農業の振興及び地域の活性化に寄与することを目的として、平成 18 年 12 月から稼働
しております。 

開設から 18 年を経過し、加工室の利用者も 25 業者(個人事業主を含む)となり、加工品も 100
種類を超え、その目的を達成しつつあります。 

今後もさらに「喜界島の⾷材を継承する特産品拡充の拠点」として、農産物の拡充と⾷文化の継
承に寄与するように努めます。 
（事業内容） 

①果樹類及び野菜類の果実等農産物の加工及び加工品製造を⾏う個人・事業者への⽀援 
②菓子類の研究開発及び販売を⾏う個人・事業者への⽀援 
③農産物加工に関する体験研修や交流会の開催、また技術的研鑽の場としての活用 
④その他の目的を達成するため必要と認められる事業 

喜界町農産物加工センター 加工室 加工された商品をセンターで販売 

※構造と仕組みの図は、南部九州⼟地改良調査管理事務所 HP より 

地下ダム
（止水壁）

取水施設
（集水井）

湾頭原揚水機場

川嶺ファームポンド

透 水 層
（琉球石灰岩）

不透水層
（島尻層）
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現地研修 優良経営体の取組事例 

サトウキビとかぼちゃ栽培 田口 彰平 氏 

平成 21 年より営農を開始し、畑かん用水を利用してサトウキビ
とかぼちゃの複合経営を⾏っています。平成 28 年からかぼちゃ栽
培を開始し、令和５年は抑制かぼちゃ 211ａ、早熟かぼちゃ 185ａ
栽培とサトウキビ 216a（収穫面積）を栽培しております。また、か
ぼちゃ栽培の予定ほ場は、緑肥による⼟づくりを実施しています。 

現地研修 株式会社全笑（ゼンショウ） 工場長 杉俣 紘二郎 氏 

株式会社全笑は、⾹⾟料原料の加工卸、⾹⾟料原料の輸出入、小売店舗
運営等を⾏う会社で、京都市に本社を置いています。 

国内産唐⾟子の安定した生産地の確保のため喜界島に 2013 年に来島
し、2014 年から試験栽培を開始しました。2015 年から喜界島産唐⾟子を
本格的に出荷し、2016 年から喜界島ブランドの鷹の⽖を協⼒会社と商品
化、2017 年に旧潮観園（町の施設）を改装の後、全笑喜界島加工場として
加工を開始しています。 

喜界島加工所は、喜界島産の唐⾟子や喜界島産の白胡麻集荷、選別、加
工、卸販売、喜界島産唐⾟子加工商品製造を⾏っており、唐⾟子は約 30 軒
の農家、白胡麻は島内全域より集荷しています。年間取扱量は、喜界島産
唐⾟子を約８トン、喜界島産白胡麻を約５トンとなっています。 

国内産の安定的な生産と供給を⾏うため、生産農家の協⼒は⽋かせない
ものですが、高齢化による生産者の減少や収穫に係る時間がかかり過ぎる
等の問題などもあり、出荷量の⼤幅な増加は⾒込めないため、国内産以外
の胡麻の扱いも⾏っています。 

全笑喜界島加工場の内部 

唐⾟子の洗浄機 

唐⾟子の乾燥施設 乾燥した唐⾟子を紙袋に入れて輸送 鷹の⽖や七味の商品 

かぼちゃの生育状況（飼料と間作） 

田口氏 
農業をリアルゲーム感覚で実施し経営を楽しみながら、年々、畑の面積を拡⼤中であります。 
今後は、サトウキビの面積も増やすことを検討していますが、サトウキビの植付とかぼちゃ栽培

が重ならないように早期夏植えを考えています。なお、雇用次第ではかぼちゃの面積を増やすこと
も検討しています。さらに、規模拡⼤に伴い今後は⼤型トラクター及びディスクロータリーの導入
を検討しています。 

参加者から質問に回答される田口氏 
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 サトウキビ畑の一本道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現地研修 優良経営体の取組事例 

高岡果樹園  高岡 清信 氏 

高岡果樹園では、畑かんを利用してマンゴー 60a（35 年樹と 5 年
樹）、タンカン 815a、ケラジ 100a、パッション 5.6a を栽培しており
ます。マンゴーとパッションはハウス栽培で、タンカンは平張ハウス栽
培を⾏っております。 

樹毎の着果数･糖度を記録し、年結果防⽌など次作以降の管理作業に
活用しているとともに、バカスや堆肥等を施用による表層細根の生育促
進、樹勢維持向上のため、積極的に活用して栽培しております。 

高岡氏（右側）背後はマンゴー 

タンカンの栽培状況 パンションフルーツの栽培状況 マンゴーのかん水施設 

令和６年に K－GAP を取得しており、今後は、マンゴーの糖度アップとブランド化を進めて⾏くこ
ととしています。併せて、喜界島かんきつ（たんかん、花良治みかん等）のブランド化にも取り組ん
でいこうと考えています。 

⾒渡す限り一面に広がるサトウキビ畑の中、⻘い空・海へと続いているように⾒える
およそ 2.5 キロメートルの一本道。別名「東シナ海へと続く道」とも呼ばれ、観光客
にも人気の写真撮影スポット。喜界島に訪れたら必ず寄りたい観光地のひとつとなっ
ています。 
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国営かんがい排水事業地区営農の優良経営事例の紹介 
～ 一ツ瀬川地区 ～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一ツ瀬川地区の事業概要 

本地区は、宮崎県のほぼ中央部に位置する台地上の畑地帯と、河川沿いの
水田地帯であります。 

従来、水田では、水源の不足により常習的に⼲ばつを受け、畑地ではかん
がい施設が無く、かんしょ、落花生などの耐⼲性の強い作物が栽培されてい
たため、国営一ツ瀬川⼟地改良事業（昭和 47〜60 年度）により、水源が確
保され、農業用水を安定的に供給しております。このことから、田では水稲
を中心に、田の畑利用による施設ピーマン等の野菜を組み合わせた農業経
営、畑では野菜（ピーマン、かんしょ、だいこん）や果樹等（みかん、茶）
による農業経営が展開されており、県内有数の農業地帯となっています。 一ツ瀬地区位置図 

※グラフは、南部九州⼟地改良調査管理事務所 HP より 

しかしながら、近年、農業用水利施設の経年的な劣化による貯水池及び用水路の漏水、頭⾸工及び
揚水機に腐⾷が生じるなど、農業用水の安定供給に⽀障をきたしているとともに、維持管理に多⼤な
費用と労⼒を要しております。また、近年の水稲作期の前倒し等による新たな水需要への対応が必要
となってきました。 

このため、本事業（令和 5〜14 年度）により、⽼朽化が進⾏している施設及び水需要の変化に対応
した用水計画の⾒直しを踏まえた改修を⾏い、農業用水の安定供給、施設の維持管理の費用の軽減を
図り、農業生産性の向上及び農業経営の安定に資するものである。 

事業概要 
︓国営かんがい排水事業 

関係市町︓宮崎県⻄都市、高鍋町、新富町及び⽊城町 
受益面積︓2,067ha 
事業期間︓令和５年〜令和 14 年 
主要工事︓調整池（改修）、頭⾸工（改修）、取水工（改修）、揚水機場（改修）１箇所、 

かん水の状況（一ツ瀬川農業水利事業所 HP より） 

＜前歴事業概要＞ 
︓国営かんがい排水事業 

関係市町︓宮崎県⻄都市、高鍋町、新富町及び⽊城町 
受益面積︓3,550ha 
事業期間︓昭和 47 年〜昭和 60 年 
主要工事︓頭⾸工１箇所、取水工１箇所、調整池１箇所、揚水機場１箇所、用水路 L=44.3km 

水管理施設一式 
  事業効果︓事業による畑地かんがい用水の確保により、集約的な⼟地利用を基盤にして、葉タバコ、 

お茶、ピーマン、キュウリ、ニラ、シンビジウムなど幅広く栽培 

事 業 種 

事 業 種 

S.47国営事業着工
S.48関連事業着工 S.60国営事業完了

一ツ瀬川地区（完了）の生産農業所得（一戸当たり）の変化

H.7関連事業完了
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事例１ 国営事業地区に参入し施設ピーマンを拡大、大規模経営体に成長 
～ 宮崎県新富町 ＪＲ九州ファーム新富農場 ～ 

①新規参入 
 国営事業等によるかんがい施設が整備された農地を確保できるとともに、新富町は日本有数のピーマ
ン産地でありＪＡのブランド⼒と販売⼒を活用できること、ピーマン栽培農家や専門家から協⼒や指導
が得られること、地域で雇用労働⼒が確保できることなどから、平成 25 年に本地区で新規参入。 
②経営規模の拡大 
 参入当初は、低コスト耐候性ハウスを６棟(173a)設置し、令和元年に 14 棟
(363a)に規模拡⼤。年間約 500t を生産し、令和５年度は約７割をＪＡみやざ
き児湯に、約３割をＪＲ九州直営店に出荷。 

栽培面積及び出荷量はＪＡみやざき児湯におけるシェアの約１割を占め、地
域の⼤規模経営体に成⻑。 
③栽培技術の確⽴・向上 
 二酸化炭素発生装置等の環境制御システムを導入。ま
た、ハウスの外に日射センサーを設置し、⾃動的に日射
⽐例かん水することにより、⼟壌水分量を適切に管理。 
 畑かん用水を活用して７月に陽熱⼟壌消毒を⾏い、農
薬に頼らない⼟づくりを実現。また、県の指導の下で  
ＩＰＭに取り組み、天敵を導入し、防除作業に係る人員
を削減するとともに、安全・安心なピーマンの生産に努
めている。 
事例 2 畑地かんがい施設を活かして新規品目（ライチ）に挑む 

～ 宮崎県新富町 M農園 ～ 

 

①作物転換 
 就農時、父親が国営事業等で整備された畑かんを活用してシンビジウム（洋ラン）専業経営をしていた
が、シンビジウムの需要減少、また、ライチの⾷味の良さに感動し宮崎県内の栽培者を増やしたいと思っ
たことなどから、平成 19 年に 20a でライチ栽培へ作物転換。 
②栽培技術の確⽴・向上 
 苗⽊の育成、成園の栽培管理にかん水が不可⽋であることから、畑かん用水
を活用するとともに、ライチの栽培手法が確⽴されていないため、試⾏錯誤し
ながら安定生産や品質確保等の栽培技術を向上させている。 
 当初は６月のみの収穫で収穫面積 30a であったが、現在では栽培管理の工夫
により５月から７月下旬まで収穫時期を分散化し、収穫面積を 65a まで拡⼤。
幼⽊・苗⽊を 25a 育成している。 
③流通・販売の⼯夫 
 ライチはＪＡみやざき、市場その他契約者に出荷。 

４年程前からふるさと納税の返礼品としており、
年々増加傾向にある。 
 平成 29 年に県内栽培者と連携し技術向上を図るた
め、ライチ研究会を⽴ち上げ、会⻑となり中心的に活
躍している。 

ハウスの状況 

ハウスの状況 

ピーマンの栽培状況 陽熱⼟壌消毒の様子 

営農改善、経営転換のポイント 

経営体の概要 
事業実施前(平成６年) 

基幹作物︓シンビジウム（施設）  
経営面積︓100a 

現在(令和６年) 
基幹作物︓ライチ（施設）  
経営面積︓90a 

経営体の概要 
事業実施前   ― 

基幹作物  ︓ ― 
経営面積  ︓  ― 

現在(令和 6 年) 
基幹作物︓施設ピーマン       
経営面積︓3.6ha 

営農改善、経営転換のポイント 

ライチの栽培状況 収穫前のライチの状況 
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施策の情報 ⾷料・農業・農村基本計画は、⾷料・農業・農村基本法に基づ
き政府が策定するものであり、概ね 5 年ごとに変更することと
されています。 

令和 7 年 4 月 11 日（⾦曜日）、令和 6 年に改正された⾷料・農業・農村基本法に基づく、
「⾷料・農業・農村基本計画」が閣議決定されました。 
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「みのり２１」は、農業生産基盤整備の実施と営農者・指導関係の皆様の
ご努⼒が、21 世紀の九州農業に⼤きな「実り」をもたらすことを期待し
て命名したもので、平成３年の初発⾏から今回で第 63 号となりました。 

今後もタイムリーで役⽴つ情報提供に努めてまいりたいと思いますの
で、紙面に対するご意⾒・ご要望や現地情報等を、お気軽に編集事務局ま
でお寄せ下さい。 
 また、九州農政局のホームページには、色々な農政情報を掲載していま
すので、こちらもご活用ください。 

 

 

 
九州農政局ホームページ☝ 

詳しい内容は、農林水産省 HP「⾷料・農業・農村基本計画︓農林水産省」で 
ご覧いただけます。 

 ⾷料・農業・農村の未来を築くためには、生産者、⾷品事業者、消費者の皆様など関係者・関
係団体間の相互理解と連携・協働の下、共に歩んでいくことが重要です。 

国⺠の皆様のご理解とお⼒添えを賜りますよう、お願い申し上げます。 


